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要 旨 ： PC 部材 へ の 適用 を R 的 に ， 早強 ボ ル トラ ン ドセ メ ン トと高炉 ス ラ グ微粉末 6000 を使

用 し た コ ン ク リー トに 関 し，圧 縮強度や塩分浸透性な どを確認すると ともに ，施工 時 に 重要

な養生 方法の 影響に つ い て 詳細な検討を行っ た。実験 の 結果 t 高炉 ス ラ グ 微粉末 の 置換率 30％

で は 初期強度を確保 で きる こ と，高炉 ス ラ グ微 粉末を使用 した場 合には湿潤養 生お よび高温

履歴 が 圧縮強度に 大 き く影響す る こ と，さ らに高炉 ス ラグ微粉 末 の 使 用 によ り塩分 浸透抵 抗

性 が 改善 され る もの の ，圧 縮強度 と同様に 湿 潤 養生 が 重要 で あ る こ と な ど が 明 らか に な っ た。
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　 1．　 は じめに

　 高炉 ス ラ グ微粉末 は ，セ メ ン トに プ レ ミ ッ ク

ス され た 高炉 セ メ ン トと して 国内 セ メ ン ト生産

高 の 約 2 割 を占 め るほ ど
一

般 的な 混和材 で あ り，

こ れ に 関す る 指 針類
【’21

も十分に 整備 され て い

る 。 しか し ， 高炉 ス ラグ微粉末 を用 い た コ ン ク

リ
ー トが橋 り ょ うの 上部構造に使用され た 事例

は 極 め て 少 な い 。 こ れ は ，養 生 条件の 違い が 硬

化 コ ン ク リー トの 品質に 及ぼす影響が明確に な

っ て い な い こ とや ， 初 期強度 が小 さい こ とが 作

巣効率を優先す る これまで の建設 に適 さない こ

と な ど に 起 因 す る も の と 考 え ら れ る。

　近年は コ ン ク リ
ー

ト構造 物 の LCC ，　LCA が 重

視 され る 傾 向 に あ り，これ に 相俟 っ て 耐久性 の

向上や環境負荷の 軽減などが強 く望 まれ る 。 産

業副産物で あ りなが ら，ア ル カ リ骨材反応 の 抑

制，塩化物 イ オ ン や 酸 素 の 浸透に 対す る 抵抗 性

の 付与 な どの 優れ た性能を持っ 高炉 ス ラ グ微粉

末の 活用は そ の 有効な 手段 の
一

つ と言え る 。

　そ こ で ，筆者 らは，橋 り ょ う上 部構造 の PC

部材 を想定 し，早強ボ ル トラ ン ドセ メ ン トと高

炉 ス ラ グ微粉末 6000 を使用 し た コ ン ク リー ト

の 基 礎性状 を確認 し，さ らに実施工 で 重要 な養

生条件 の 影響に っ い て 詳細 な検討 を行 っ た 。

　 2． 実験概 要

　2．1　 コ ン ク リ
ー トの 使用材料 および配 合

　 コ ン ク リ
ー

トの 使用材料を，表一1 に 示す。

結 合材 は，初期強度 の 確保 と汎 用性 を考慮 し，

早強ボ ル トラ ン ドセ メ ン トと高炉 ス ラ グ微粉末

6000 を用 い た。混和 剤 に は，ポ リカ ル ボ ン 酸系

の 高性能 AF．減水剤 と AE 剤を併用 し た。

　 コ ン ク リー トの 配合を，表一2 に 示 す 。水結

合材比 は ，現場打ち PC 橋で 多用され る コ ン ク

リ
ー

ト （40−8−20H） を想 定 し た水結 合材 比 40％

を基準に 30．40，55°／， の 3 水準 と し た 。 単位水量

は 同
一

の 水結合 材 比 で は
一

定 と し，細骨 材率 は

表一1　使用材料

材 料

名
種類．産地 ，物性，成分 密度 記号

水 水 道 水 100w

セ メ

ン ト

早 強 ボル トラ ン ドセ メ ン ト，比表 面 積

4460cm2〆9
3．14C

混和

材

高 炉 ス ラグ微粉 宋6000 （せ っ こ う添 加 タイ

プ〉，比表面 積61200mZ〆g，　 SO3量 19 協
288BFB

鬼 怒川 産 川 砂，
吸水翠1．66、，F．閉2．71 2，58

細 骨

材

混 合砂

（混合

比 率

1，D
葛 生産砕 砂 （硬 質砂岩 ），
吸水 率O，脇，F、隣2．96 2．64S

粗 骨

材

葛 生産砕石 2005 （硬 質砂岩），
粒 径判 定実 積率 59．7％，F、酬6．66 2，65G

混 和

剤

高 性能妊 減 水剤，ポ リカル ポ ン 酸 工
一

テル

系と 架橋ポ リマ ーの 複合 体 （消泡 タイ プ）
SP

AEl ，　　 アル キ ルカル’・ン　 化 口 　　、
陰イ オ ン界面 活 性剤

AE

（密度
・
単位

・
gfcm

コ．骨材の 値は表乾密度を指す）

12

り

∂

＊

＊

＊

（社）プ レ ス トレ ス ト ・
コ ン ク リ

ー ト建設業協会 （PC 建 協）

独 ・

’
t：行 政法 人 　 十一木研 究所 　構造物 マ ネジ メ ン ト技術チ ー

ム

独 ・

’
fl行 政法人 　 十木研 究所　構造物 マ ネジ メ ン ト技術 チ

ー
ム

工 修　（正 会員）

工 修　 （正 会員）

（正会員）
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す べ て 40％ に し た。高炉 ス ラ グ微粉末 の 置換 率

　（以 卜
’
，置 換率 と略す） は O，50％ を 基準 に ，水

結合材
’
比 40％ で は 30％ と 70％ を加 え た 。高性 能

AE 減水剤 は 同
一

水結 合材 比 に お い て 同 量 で ，

ス ラ ン プ が 12± 25cm （水結合材比 40，55％ ）お

よび 18± 2．5cm （水結 合材比 30％）に 人 る よ う，

AE 剤 の 使 用量 は 空気量が こ れ まで の 研 究
3’4）

と

同
一

の 4，0± 0，5％ に なる よ うに調 整 した 。

　 な お ， コ ン ク リ
ー トの 製造に は 容 量 100 リ ッ

トル の 強制 2 軸 ミキサ を使 用 し，1 バ ッ チ 当た

り 40〜7〔｝リ ッ トル ，180 秒 間 の 練混 ぜ を行 っ た。

　 2，2　 コ ン ク リ
ー

トの 品質 に関す る試験

　 （1）　 フ レ ッ シ ュ 性 状お よび凝 結硬化性状

　 フ レ ッ シ ュ コ ン ク リー
トに 対 し，ス ラ ン プ 試

験（JISA1101 に準ず〕，空気量試験（JISAIl28

に 準ず）お よ び コ ン ク リ
ー

ト温 度 の 測定 （棒状 温

度計 に よ る ） を 行 っ た 、t また
，
　 JIS　A　6204附属

菩 1 に 定め られ る プ ロ ク タ
ー

貫 入 に よ る 凝結試

験に よ り，ウェ ッ トス ク リ
ー

ニ ン グモ ル タ ル の

凝結 の 始発 と終結 の 時間 を確 認 した。

　 （2）　 圧縮 強度発現 性状

　」IS　 A 　 lIO8 に 準 じ，　φ100 × 200mm の 円柱供

試体を使用 し，各配 合の コ ン ク リ
ー

トに 対 し て

任意の 材齢 （1〜365 日） と養生 条件 （後述 の 6

種類 ） ドの 圧 縮強度 を測定 し た 。

　 ま た
，
500 × 500 × 400mm （容積 100 リ ッ トル ）

の コ ン ク リ
ー

トを 発 泡 ス チ ロ ー ル （厚 さ

200mm ） に よ っ て 断 熱状態 と した断 熱試 験体
「｝

を作製 し，供試 体中心部の 温度 と コ ア強度 （直

径 φ 100mm ，端部 100mm ずつ 切断 して 中央部

の み を供試 体 と し て使用）を 測定 し た。

　 （3）　塩分浸透性

　塩分 浸透性 の 評価に は，ASTM 　C　1202に定め

られ た急速塩 分透過性試験を用い た。こ れは，

図
一1 に示す よ うに 円盤状 の コ ン ク リー ト供試

体を介 し て 陽極側 に 0．3N−NaOH 水溶液 を，陰極

側 に は 3°

／。NaC 　1水溶液 を充 て ん した 試験装置 を

使用 し，60V の 直流電圧 を 6時間印加 す る もの

であ る。す べ て の 供試 体 を 1度 に 試験 で きな い

の で ，強度増進 が小 さくな っ た材齢 2 ヶ 月前後

表
一2　コ ン ク リ

ー
トの 配合

単位 量 （kg／m3 ）配

合

名

WIB
（％）

s／a

（％）

BF／B
（覧〉 wB S

SP
（B ×

Wt％）CBF
G

H130 015050006781036
BF1 50 25025067110231

．5

H2 0 433o6781036
BF2−30 30 3031306741028
BF24040501732172166 ア110230

，7

BF2−70 70 1303036681020
H3 0 356o6781036
BF355 5019617817867410260

DC ：60V

．

　 　 　 　 　 　 　 　 （φ LOOmm 　X50rTlirL）

図
一1　 急速塩分透過性試験装置

表
一3　コ ン クリ

ー
トの 養生方法

養 生 名 記 号 養生 方法

標 準水 中

　養 生
CN 試験 室 に おい て 打込 み 翌 日 ま で 湿 潤

生，脱型後は 養生 水 槽内 （20℃）

室内気 中

菱生 ACA
膩 験 室 に お い て 湿潤養生 3日 ，以 降 は髭

定の 材齢ま で 気中 養 生 （2D℃，60％）
室 内 気 中

養生 BCB
試 験 室 に お い て 湿潤 養 生 5日，以 降 は 所

定 の 材齢 ま で 気中養生 （20
°
C ，60％）

室 内気中
養生 CCC

試験 室に おい て湿 潤 養生 な しで 気 中 養

生 （20℃，60％）

蒸気養生 CS
プ レ テ ン シ ョ ン PC桁 の 製造 ラ イ ン で 蒸

気 養 生，以 降 は気 中 養生 （20で，60％）

断熱養生 Cl500x500x40
〔  の 供 試 体 を厚 さ20σm の

発 泡 ス チ ロ
ー

ル で 被 覆

湿 潤養 生 二 養生マ ッ トに 散水後，養生 シ
ー

トで被 覆

に真空飽 水処理 を行 っ た後 、試験 に供 した。筆

者 らは電 流量 を評価 値に し て きた
4）
が ，高炉 ス

ラ グ 微粉末 の 影響が 明 らか で は な い こ と
61
か ら，

本論文 で は通電終 了後 の 供試体 を割 裂 し，割裂

面に 0．IN 硝酸銀溶 液 を噴霧 し て 塩分浸透深 さ

を測 定 し，こ れ に よ っ て 塩分浸透性 を評価 し た。

　2．3　 コ ン ク 1丿一 トの 養生 方法

　養生方法 は ，表 一3 に 示 す 6 種 類で あ る，，図

一2は養生 CS の 材齢 1 目まで の 温度履歴を表 し

たもの で あるが ，今回 の 実験 では ACI−517フ）
を参

考に凝結 の 始発時間を前養生時間 の 目安 と し，

一532一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

　 60

　 50

　 40

翁 30

趣 20
「1・ミ

10

　 　 0

　 −10
　 　 　 0 　 　　 　　 6 　　 　　 　12 　 　　 　 18 　 　　 　 24

　　　　　　練り上 が りか らの 経過 時 間 （h）

　　図
一2　蒸気養生 （養生 CS）の 温度履歴

　 　 　 シート内

　 　 　 シート外

　 　 　 ダミー供 試 体 （φ 1DO哩 00mm ＞

・…　 養 生室内

養

生

室

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 工 場
　　　　　　　　　　　　　炉1

　　　　　　　　　　　　　隈

　　　　　　　　　 蒸気養生
一　　，　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　．

養

生

室

80

拿 60

ξ
9
遡 40

LH　 20

0

養生CN （標準水中養 生）

拶

　 二愈s − 9一恩

’

W 〆B ； 40％
一．−9 ．一一BF／B冨0、（H2）

一「凸F
− BF／B＝30X（8F2 −30）

・一
匡ト

ーBF 〆B≡50S ｛BF2 ＞
一一

〇 ・− BF 〆B＝70S｛BF2−70）

表
一4　 フ レ ッ シ ュ 性状 お よ び凝 結硬 化 性状

　　　　に 関す る 試 験 結 果

空 気 量

　（覧）

凝 結 時間 （時
一
分 ）

配合 名
日F／B
（弘）

ス ラン

プ（Gm ） 始 発 遅 延 終 結 遅 延

H1019 ．53 ．97 −40 10−02
BF15020 ．53 ．69 −381 −5811 −281 −26
H2010 ．54 ．16 −29 8−16

BF2 −303010 ．03 、56 −590 −308 −290 −13
BF25012 ．03 ．87 −130 −448 −550 −38

BF2 −707010 ．03 ．フ フー260 −589 −441 −27
H30 τ2．54 ．26 −49 8−22
BF35011 ．03 ．57 −110 −228 う 60 −34

の ：BF ／B ＝0、の

さ ら に 工 場 内 の 温度 が低 い こ とも考慮 して 試験

室 の 始発 時間よ りも若干 延ば し た。

　3．　 実験結果および考察

　3．1　 フ レ ッ シ ュ 性状 お よび凝結硬化性状

　単位水量 お よび 高性能 AE 減水剤 の 使用 量を

一
定 に し た条件 ドで は，表

一4 に示す とお り t

高炉 ス ラ グ微粉末 の 使 用が ス ラ ン プ の 値 に及 ぼ

す影響は 小 さい
。 指針

ll
で は単位 水 量を置換率

10％ 当た り 1．5kgXm3 減少 させ る こ とに な っ て い

るが，試験結果 か ら同指針の 配 合修 正 方法に 基

づ い て 計算 した低減量は 0．1−−O．9kgfm3 に なっ

た 。 よっ て ，高性 能 AE 減水剤 を使用 し た配合

が 多い こ とを加 味 し て も，今回 の 実験 条件 の 範

囲 で は高炉 ス ラグ微粉末 の 使用に よ る単位水量

の 低減 効果 はあ ま り期待で きない と言え る。

　
一

方 ， 凝 結時間 は，置換率が 大き い ほ ど，あ

る い は 水結 合材 比 が 小 さ い ほ ど，遅延す る 傾 向

　 12
葺
e

製 1．o
『

9
出 o・8

辜

慧・．6

出　O．4

1 10

材齢（日 ）

100 1000

0　　　　　　　20　　　　　　 40　　　　　　 60　　　　　　 80

　　 高炉 スラグ微 粉末の 置 換率，BF／B（X）

図
一3　標準水中養生 （養生 CN） 下 の

　　　 圧縮強度発現性状

が 表一4 の 結 果 か ら把握 で きる。た だ し，水結

合材 比 40％ 以 上，置換率 50 ％ 以 ドの 遅延時間は

05 時間前後 と短 く，現場打ち工 法で は あま り支

障がな い も の と思われ る。なお ，今回 の 試験は

練 り 上が り温度 が 12〜13℃ と低 く，ダミ
ー

供試

体 （tOO× 100x400mm ）の 温度は 20℃ に 達す る

ま で に 7〜8 時間要 し た こ とを付記す る。

　3．2　圧縮強度発現性状

　 （1）　 標準水中養生下 の 圧縮強度発現性状

　図
一3 は，養生 CN ，水結合材比 40％ に お い て

置換 率 に 着 目 し た 圧 縮強度試 験の 結果で あ る。

置換率が 大き い ほ ど，初期強 度が小 さく，長期

強度が大 き くな る 傾 向は，普 通ボ ル トラ ン ドセ

メ ン トを使用 した既往の 結果
1｝
と同様 であ る。

置換率 50％以上 で は，材齢 14〜28R にお い て

置換 率 0％ と同 等 の 強度を発現す る。し か し，

置換率 を 30％ に 抑えれ ば，置換率 0％ に対 して

材齢 3 日で 0．9 倍程度 とな り，現状 の PC 工 事 の

サ イ ク ル に も十分 に 適 用可能 で ある と と も に ，

材齢 7 日以 降 で は 置換率 0％ よ りも圧縮強度が
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図 一4　湿潤養生 お よ び蒸気養 生 が 圧 縮強度発現性状 に 及 ぼす影響

増大する と い う効果 も見 られ る。

　 （2）　湿 潤養生 お よび蒸 気養生の影響

　 図
一4 は，水 結合材 比 40％ の コ ン ク リ

ー
トに

対 し，4 種 類 の 養 生を施 し た場合 の 材齢 と圧縮

強度比 の 関係 を表 し た も の で あ る．＝ こ こ で ，圧

縮 強度比 とは ，各種 養生 ドの 圧 縮 強 度 を養 生

CN （
一

部，養生 CB ）の 値 で 除 した もの で あ る 。

　 養生 CB は湿潤 養生 の 冂 数 を養 生 CA よ りも 2

n 問 を延 ば し た が ，両養生 の 圧縮強度比 に は 配

合 H2，BF2 とも に 差 異が認 め られ な い
。 また ，

配合 H2 で は初期の 湿 潤養生 に よ っ て そ の 後の

乾燥の 影響を受け ず ，長期に わ た っ て 圧 縮強度

比 は約 1．0 で あ るの に 対 し，高炉 ス ラ グ微粉末

を用 い た配合 BF2 で は ，材齢 7 冂 以 降に材齢 と

ともに 低 ドし，材齢 28 日 以 降は 約 0．8 に な っ た e

養生 CC で は，配合 H2，BF2 ともに 初期材齢で

の 変動が 大 き く，長期材齢で は強度が低 トして

お り，圧 縮強度に 対す る 湿 潤養生 の 有無 の 影響

は明 らか で ある．次 い で ，置換率に着 目した揚

合，養生 CN に対す る圧 縮強度比 は置換率 50％

と 70％ に相違 は見 られず，材
’
齢 28 日 以降は 約

0．8 とな っ た。置換率 30％ の 値は 初期材齢で は

置換率 50，70％ と差異が な い もの の ，長期材齢で

は置換率 0％ と 50，70％ の 中間的な値で あ る。こ

れ ら の 結果に よ れ ば，高炉 ス ラ グ微粉末の 有無

に 関わ らず ， 湿 潤養 生が 重要 で あ る と と も に ，

高炉 ス ラ グ微粉 末 の 置換率 に よ っ て 初期 の 湿 潤

養生 の み で は標準水 中養 生 ドの長期強度を期待

す る こ とが難 しくな る もの と判断 され る 。

　
一

方，養 生 CS の 養 生 CB に 対 す る 圧 縮強度

比 は ，材齢 1 冂 で は 配合 H2 が約 L2 で あ る の に

対し，配合 BF2 は約 L6 に 達 し て い る。ま た ，

長期強度 に お い て も 1 養生 CN に対す る圧縮強

度比 は 1．0 を ト回 る もの の ，養生 CB に対 して

は 1」 程度を 確保 して い る。すな わ ち，高炉 ス

ラ グ微粉末を用 い た コ ン ク リ
ー トの 圧縮強度に

は蒸気養生 は 効果 的で あ り，長期強度を ほ とん

ど犠牲 に す る こ とな く，初 期強度 を大き くす る

こ と が 可能で あ る。

　（3）　 断熱養生の 影響

　断熱試験 体 で は，寒 中 コ ン ク リ
ー

トを想定 し

て 練 り上 が り温度を 5〜10℃ に調整 し た上，外
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図
一5　高炉ス ラ グ微粉末 の 置換率およ び養生 方法に 着 目 した 場合 の積算温度と 圧縮強度の 関係

気 温 （試 験 体 をブ ル
ー

シ
ー

トで 覆 っ た 内部 の 温

度，範囲一2〜22℃，平均 5．9℃ ）の 屋外 に 設置 した

もの で あ る 。そ こ で ，材齢 で は な く，積 算温度

を用 い て 圧 縮強度 との 関係 を調 べ た。

　 図 一5 に 示す とお り，高 炉 ス ラ グ 微粉末 を用

い た コ ン ク リ
ー

トの 強度発 現は養 生 の 影響を大

きく受け ， 特に養生 CI で は置換率 に 関わ らず ，

明 らか に 養 生 CN とは 異 な る 変化 を示 し，配 合

H2 の よ うに積算温度 で 評価す る こ とが 難 し い 。

概略的な傾 向を言えば ， 積算温 度 1× 10コD
“
D

前後の 圧 縮強度が養生 CN に 比 べ て最 も大 きく

な る 傾 向 があ り，同
一

積 算温 度 に お い て 10〜

20N！mm2 の 差が 生 じて い る。蒸気養 生 （養 生 CS）

お よ び 断熱養生｛養 生 CD の 結果 は ，高炉 ス ラ グ

微粉末の 水和反 応が 温度依存性の 高い こ と
Sl
を

裏付け る も の と考え られ る。

　3．3　塩分浸透性

　図
一6 は ，急速壇 分透過性 試験 に お け る塩 分

浸透深 さの 測定結果で あ る 。 置換率 0％ の 供試

体に は 養生 CA に施 した の で 厳密に は 養生 CB

の 結果 と は 異 な る が ，置換 率 0％ の 養生 CS 以 外

の 値や試験材 齢 の 圧縮強 度 に 相違が 見られ な い

こ と か ら，概ね 同 等に扱え る もの と判断 した 。

　 置換 率 50％ の コ ン ク リー トに お い て ，塩分浸

透深 さは，結合材 水比が 大き くな るほ ど小 さ く，

結合材 水比 L8 （水結合材 比 55％ ） で は ，湿潤

養生 の 程 度 に 応 じて 顕著 に 大 きくな る傾向が 見

られ る 。
しか し ， 結 合材 水比 を 2．5 以 上 （水結

合材
’
比 を 40％ 以 ド） に す れば，養生 の 影響を抑

制す る こ とが で き，本研究が 対象 とす る PC 部

材 で の 影響は小 さい もの と判断 され る 。

　
一

方，置換率 に着 目 し た場合，養生 CN ，CA ・

CB の 塩 分浸透深 さは 置換率 の 増加 に 伴 っ て 小

さくなる もの の ，養 生 CC ．CS で は 置換率 70％ の

値が 50％ の 値 よ り も大きい
c す なわ ち，置換率

がある程度大 きくなると，湿潤養生 の 影響を受

けや す くな り，実験の 範囲 で は そ の 鬘界が 置換

率 50％ で あ る．ま た ，筆者 ら は ，高温 履歴 を 受

け た 高強度 コ ン ク リー ト （水 セ メ ン ト比 25％ ）

の 塩 分浸透に 対す る抵抗性が低 ドす る こ とを確

認 し，空隙の 粗大化や ミ ク ロ なひ び割れ の 発 生

と関 連 付 けた
4）
。蒸気養 生 （養生 CS ）の 結 果は ，

一535一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

30

1520

杓

蝦　　
　　 　

攀1・

30

2

篇・・

捲
攀　・・

　 D　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O

　　 O　　　　　　20　　　　　　40　　　　　　60　　　　　　80　　　　　　　1　　　　　　　　　2　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　4

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 結合 材水 比，BfW
　 　 　 　 高炉 ス ラグ微 粉末 の 置 換率．BF／B（％）

図
一6　水結合材 比，高炉 ス ラ グ微粉末 の 置 換率 およ び養生方法が塩分浸透深 さに 及 ぼす影響

他 の 養 生 に 比 べ て 変動 が 大 き く，強制的 に 高 温

を受けた供試 体の 緻密性 にば らっ きが影響 して

い る もの と推測 され る。

　なお ，本研究 は 十木研究所 と PC 建協に よ る

「PC 部材 の 軽 量 ・高 耐久性 化 に 関す る 共 同研

究 」 の 活 動 の
一一
環 と して行 われ た もの で ある。

　4．　 まと め

　 早 強 ボル トラ ン ドセ メ ン トと高炉 ス ラ グ微 粉

末6000 を使 用 した コ ン ク リ
ー

トに つ い て ，本実

験の結果か ら以 ドの こ とが言 え る 。

（1）高炉 ス ラ グ微粉末の 使用 に よ っ て 凝 結 は 遅

　 延す る傾向 に あ る が ，水結合材比 40％ 以 ．ヒ，

　 高炉 ス ラ グ微粉末の 置換率 50％ 以 ドで は そ

　 の 影響は 小 さい 。

（2）高炉 ス ラ グ 微 粉末 の使用 に よ っ て 初期強度

　 は低 ドする が ，そ の 置換率が 30％ の 場合に

　 は置換率 0％ の 圧 縮強度に 対 し，材齢 3 日 で

　 約 90 ％ を確保 し，材齢 7 冂 以 降で はそれ を

　 上 回 る。

（3）高炉 ス ラ グ微 粉末 の 有無に 関わ らず ，圧 縮

　 強度 を確 保す る上 で 湿潤 養生 は 重要 で あ る

　 が ，高炉 ス ラ グ 微粉末 を使用 した 場合に は ，

　 初期 の 湿 潤養 生 の み で は標準 水 中養生 ドの

　 長期的な強度 発現が 期待 できな い a

（4）高炉 ス ラグ微粉末を用 い た場 合 の 圧 縮強 度

　 は ， 高温履歴 に よ っ て 20℃ 環境 ドよ り も大

　　き くな る傾 向が あ り，高炉 ス ラグ微粉末の

　 水和反応 にお ける温度依存性が 確認 され た 。

｛5）水結合 材比 を小 さく，高炉 ス ラ グ微 粉末 の

　 置換率 を大 きくす る こ と に よ り ， 塩 分 浸透

　 抵抗性 が 向上す る が，養生 が不適切 な場 合

　 に は そ の 効果を期待で きない こ とが ある。
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